
2025年11月期 決算短信〔日本基準〕(連結)
2026年１月14日

上 場 会 社 名 株式会社串カツ田中ホールディングス 上場取引所 東
コ ー ド 番 号 3547 URL http://kushi-tanaka.co.jp
代 表 者 (役職名) 代表取締役会長兼社長 (氏名)貫 啓二
問合せ先責任者 (役職名) 執行役員管理部長 (氏名)岩本一将 (TEL)03-5449-6410
定時株主総会開催予定日 2026年２月26日 配当支払開始予定日 2026年２月27日
有価証券報告書提出予定日 2026年２月25日
決算補足説明資料作成の有無 ： 有

決算説明会開催の有無 ： 有 ( 機関投資家・アナリスト向け )

(百万円未満切捨て)
１．2025年11月期の連結業績（2024年12月１日～2025年11月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年11月期 21,091 25.1 1,185 39.8 1,236 46.1 744 95.8
2024年11月期 16,864 19.8 847 11.1 846 1.6 380 6.3

(注) 包括利益 2025年11月期 755百万円( 95.0％) 2024年11月期 387百万円( 8.0％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年11月期 81.02 － 22.7 14.5 5.6

2024年11月期 41.39 － 16.3 11.8 5.0
(参考) 持分法投資損益 2025年11月期 △5百万円 2024年11月期 △47百万円

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年11月期 9,686 4,118 42.3 336.53

2024年11月期 7,345 2,483 33.6 268.53
(参考) 自己資本 2025年11月期 4,092百万円 2024年11月期 2,467百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年11月期 2,009 △1,062 618 3,440

2024年11月期 714 △1,049 69 1,875

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年11月期 － 0.00 － 13.00 13.00 119 31.4 5.1

2025年11月期 － 0.00 － 15.00 15.00 137 18.5 5.0

2026年11月期(予想) － － － － － －

（注）１．2025年11月期期末配当金の内訳 普通配当15円00銭
２．2026年11月期の配当予想額は、未定であります。

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 EBITDA 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する当期純利

益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 17,660 71.5 1,350 52.7 450 △33.5 430 △38.0 190 △68.9 21.20
通 期 36,140 71.3 2,860 75.7 1,000 △15.7 960 △22.3 420 △43.6 45.76

(注) EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却額（販売費及び一般管理費）



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ―社 (社名)―
、

除外 1社 (社名)
株式会社セカンドアロ
ー

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年11月期 9,428,280株 2024年11月期 9,428,280株

② 期末自己株式数 2025年11月期 238,263株 2024年11月期 238,211株

③ 期中平均株式数 2025年11月期 9,190,051株 2024年11月期 9,190,072株

(参考) 個別業績の概要
１．2025年11月期の個別業績（2024年12月１日～2025年11月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年11月期 2,735 △9.4 1,105 44.7 1,828 187.3 1,219 329.3
2024年11月期 3,020 12.4 764 23.6 636 △29.4 284 △55.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2025年11月期 132.71 －
2024年11月期 30.91 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年11月期 7,400 4,542 61.4 385.49
2024年11月期 5,163 2,442 47.3 265.80

(参考) 自己資本 2025年11月期 4,542百万円 2024年11月期 2,442百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件については、添付資料P.４
「１．経営成績等の概況 （４）今後の見通し」をご覧ください。

(決算補足説明資料の入手方法について)
決算補足説明資料はTDnetで同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度のわが国経済は、インバウンド消費の飛躍的な増加や賃上げの進展を背景に、内需を中心に持ち

直しの動きが見られました。しかし、地政学的リスクに起因する資源価格の乱高下や、円安基調による輸入コスト

増など、供給側におけるコスト増大要因が払拭できず、不透明な情勢が継続いたしました。

外食産業におきましては、消費者のレジャー・外食意欲の回復により需要は堅調な一方、コスト構造は劇的に変

化しております。原材料費やエネルギー価格の上昇のみならず、物流「2024年問題」に伴う配送コストの増加、さ

らには労働需給の逼迫による採用・教育コスト増が常態化しております。持続的な成長に向け、継続的な価格改定

やオペレーションのDX化による生産性向上が不可欠となっており、業界全体として転換期にある厳しい経営環境が

続いております。

このような状況のなか、「全国1,000店舗体制を構築し、串カツ田中の串カツを日本を代表する食文化とする」と

いう長期的な目標に向け、中期経営計画（2024年12月から2027年11月）に掲げた各重点テーマにおける取り組みを

実施しました。

串カツ田中の安定成長としては、おもてなしの徹底と楽しいひとときの提供を重要視しております。その一環と

して、当年度は串カツ田中の定番商品を作るべく「無限ニンニクホルモン串」の商品開発に取り組み、発売以来、

急速に人気商品となり、大きく集客に寄与いたしました。また、持続的な成長として、継続的に新規出店を行うた

め、人材の確保や従業員の待遇向上・人材への投資の取り組みの一環として、当期も2024年12月の賃金から定期昇

給を含め平均4.7％の賃上げの実施をいたしました。今後は、当該定番商品をさらに進化させ、お客様を飽きさせな

いおいしさの追求を行うとともに、さらに、「おもてなし」と「おいしさ」の品質を高める取り組みを行ってまい

ります。

新業態・新規事業の確立・展開による成長としては、2023年8月にオープンした「京都天ぷら天のめし」（以下、

天のめし）がその一例です。本業態は、「高揚する瞬間を、ザ・天ぷらテインメント」をキャッチコピーに掲げ、

揚げたての天ぷらと炊き立ての羽釜ごはんを提供する新たな飲食ブランドです。国内のお客様に加え、訪日外国人

のお客様においしさと楽しさを提供し、当年度は新たなブランドとして確立いたしました。また、同じく「天のめ

し」グループとして、「京都すき焼き天のめし」、「京都和牛とんかつ天のめし」をシリーズ展開し、インバウン

ド需要を取り込み順調な立ち上がりとなっております。さらに「天のめし」ブランドのカジュアルラインとして一

人一人で楽しめる和牛すき焼き・しゃぶしゃぶの「富之上」も展開いたしました。今後は、多店舗展開を見据えた

業態のブラッシュアップと、ブランド価値の向上に取り組んでまいります。

当連結会計年度の店舗の出退店状況は、以下のとおりであります。

ブランド 期首 新店 退店 合計

串カツ田中 338 23 17 344

鳥と卵の専門店 鳥玉 4 － 1 3

タレ焼肉と包み野菜の専門店
焼肉くるとん

3 － 1 2

京都天ぷら 天のめし 他 1 4 － 5

TANAKA 3 － － 3

合計 349 27 19 357

内装工事事業は、当社グループの店舗出店に伴う内装工事等の内製化を目的に事業を開始しました。グループシ

ナジーを創出し、当社グループの持続的な成長と企業価値の向上を図っております。直営店の出店の内製化を実行

し、出店に伴うコスト低減を実現するとともに、グループ外からの受注も好調に推移しております。

ハウスミール事業は、株式会社 Antway が展開する手作りのお惣菜をサブスクリプション形式で提供する冷蔵宅

配サービス「つくりおき.jp」と業務提携しており、適正人員の確保に向け人材採用を強化した結果、キッチンの生

産性向上と稼働率向上を実現しております。

以上の結果、売上高は21,091,523千円（前年同期比125.1％）、売上総利益は12,280,741千円（同121.6％）、販
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売費及び一般管理費は11,094,979千円（同119.9％）となり、営業利益は1,185,761千円（同139.8％）、経常利益は

1,236,273千円（同146.1％）、親会社株主に帰属する当期純利益は744,588千円（同195.8％）となりました。

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

串カツ田中は、継続的な新規出店、新定番商品の発売、積極的なSNS配信、継続している認知拡大を目指したメデ

ィア出演、異業種とのコラボレーション、各種キャンペーンにより、客数が増加しました。

この結果、売上高は、前連結会計年度と比べ2,452,115千円増加し17,522,150千円（前年同期比116.3％）となり

ました。

国内その他は、新業態・新規事業の確立・展開による当社グループの持続的な成長として、「天のめし」ブラン

ドが確立し、「天のめし」グループの展開を行い、新業態・新規事業の売上が増加いたしました。

この結果、売上高は、前連結会計年度と比べ305,661千円増加し863,393千円（前年同期比154.8％）となりまし

た。

ハウスミール事業は、人員の適正化及び教育による人材強化を行い工場を安定的にフル稼働できる状態となりま

した。そのため、当期計画どおり安定的に売上を上げることができました。

この結果、売上高は、前連結会計年度と比べ1,033,947千円増加し、1,302,610千円（前年同期比484.8％）となり

ました。

内装工事事業は、串カツ田中及び新業態・新規事業の新店の内装工事に加え、外部からの受注も好調に推移しま

した。

この結果、売上高は、前連結会計年度と比べ256,388千円増加し、1,867,864千円（前年同期比115.9％）となりま

した。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,341,069千円増加し、9,686,292千円となりました。これ

は、流動資産が1,659,958千円増加し、5,185,875千円となったこと及び固定資産が692,103千円増加し、4,495,836千

円となったことによるものであります。

流動資産の主な増減内容は、現金及び預金の増加1,547,770千円などによるものであります。

固定資産の主な増減内容は、建物及び構築物の増加248,884千円、貸倒引当金の減少221,293千円によるものであり

ます。

一方、負債については、流動負債が576,099千円増加し、3,652,879千円となったこと及び固定負債が129,466千円増

加し、1,914,510千円となったことにより5,567,390千円となりました。

流動負債の主な増減内容は、買掛金の増加218,260千円、その他負債の増加313,062千円によるものであります。

固定負債の主な増減内容は、長期借入金の増加55,024千円によるものであります。

純資産については、新株式申込証拠金1,000,001千円の増加、親会社株主に帰属する当期純利益を744,588千円計上

したこと、配当金の支払いにより利益剰余金が119,470千円減少したこと等により、4,118,901千円となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物(以下「資金」といいます。)の残高は、前連結会計年度末と比較し

1,565,905千円増加し、3,440,998千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動におけるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、2,009,910千円(前連結会計年度は714,503千円の増加)と

なりました。これは、税金等調整前当期純利益933,881千円の計上、減価償却費442,079千円、関係会社株式評価損

215,005千円による資金の増加が、売上債権の増加188,379千円、法人税等の支払額430,761千円等による資金の減少

を上回ったことによるものであります。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は1,062,590千円（前連結会計年度は1,049,720千円の減少）

となりました。これは、有形固定資産の取得による支出822,288千円、差入保証金の差入による支出129,840千円及

び貸付けによる支出106,675千円等による資金の減少が、差入保証金の回収による収入75,555千円等による資金の増

加を上回ったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動による資金の増加は618,476千円（前連結会計年度は69,966千円の増加）となり

ました。これは、長期借入れによる収入800,000千円及び新株式申込証拠金の払込による収入1,000,001千円による

資金の増加が、短期借入金の返済による支出159,996千円、長期借入金の返済による支出901,970千円及び配当金の

支払額119,458千円等による資金の減少を上回ったことによるものであります。

（４）今後の見通し

翌期につきましては、継続的な賃上げの実施に伴う実質賃金のプラス圏定着により、消費者の購買力は着実に底上

げされ、消費マインドは好転していくことが見込まれます。一方で、消費者の価値判断基準はより高度化・多様化し

ており、単なる価格の安さではなく、提供される「体験価値」や「価格に見合う品質」を厳格に選別する傾向が一段

と強まるものと予想されます。

このような「選別消費」の進展に加え、最低賃金の改定による労務コストの上昇や、国際的な資源価格の不透明感

に伴う原材料費の高止まりなど、収益確保に向けたハードルは依然として高い状況にあります。持続的な成長には、

賃金上昇を背景とした消費機会を確実に捉えるための付加価値向上と、コスト増を吸収する生産性の改革が不可欠で

あり、経営環境は引き続き重要な局面が続くことが想定されます。

このような経済環境の中、当社は、「唯一無二のおもてなしとおいしさで、笑顔あふれる未来を創造する」をグル

ープ経営理念とし、心からの「おもてなし」と「おいしさ」にこだわったお店作りを引き続き追求してまいります。

また、翌期の経営環境に対し、以下の重点施策に取り組んでまいります。 第一に、顧客の選別眼の厳格化に対し、定

番商品の付加価値向上とCRM活用によるロイヤリティ醸成を推進します。 第二に、人手不足への対応として、人的資

本への投資を強化し、従業員の成長をサービス品質へ還元する好循環を構築します。 第三に、DX活用による店舗オペ

レーションの刷新と仕入構造の抜本的見直しにより、コスト増に耐えうる高収益体質への転換を図ってまいります。

また、持続的な成長に向け、「天のめし」グループ等の新業態のブランド確立と展開、海外事業の拡大等を行って

まいります。

加えて、2025年12月1日に完全子会社として当社グループに株式会社ピソラが参画いたしました。株式会社ピソラと

は、業態、出店エリア、組織及び企業イメージなど様々な点において異なりますが、相互補完により新たに創出され

るアイデアや戦略面でのシナジーによる企業価値の向上を目指してまいります。

異なる強みを持つブランドを一本の経営軸で統合し、変化の激しい市場環境においても持続的に価値を創出できる

外食グループブランドを構築してまいります。

店舗の出店については、串カツ田中直営店20店舗、串カツ田中フランチャイズ店20店舗、新業態店舗5店舗、ピソラ
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直営店10店舗、ピソラフランチャイズ店11店舗の出店を目指します。

以上を踏まえ、業績の見通しとしては、売上高36,140百万円、営業利益1,000百万円、経常利益960百万円、親会社

株主に帰属する当期純利益420百万円を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸表を作

成する方針であります。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内の同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国

際会計基準の適用について検討を進めていく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当連結会計年度
(2025年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,804,022 3,351,793

売掛金 1,028,022 1,216,401

商品及び製品 2,089 5,289

原材料及び貯蔵品 134,333 141,050

仕掛品 － 1,848

未収入金 89,754 151,727

未収還付法人税等 － 25,194

その他 495,605 324,609

貸倒引当金 △27,910 △32,038

流動資産合計 3,525,917 5,185,875

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,201,601 2,450,486

機械及び装置（純額） 256,213 239,573

工具、器具及び備品（純額） 190,379 173,457

建設仮勘定 25,770 121,169

その他（純額） 8,417 5,233

有形固定資産合計 2,682,382 2,989,919

無形固定資産

ソフトウエア 12,960 17,906

無形固定資産合計 12,960 17,906

投資その他の資産

関係会社株式 33,064 74,318

長期貸付金 229,124 46,989

長期前払費用 57,740 71,585

差入保証金 849,082 902,680

繰延税金資産 168,467 400,233

その他 35 35

貸倒引当金 △229,124 △7,831

投資その他の資産合計 1,108,390 1,488,010

固定資産合計 3,803,733 4,495,836

繰延資産

開業費 15,572 4,580

繰延資産合計 15,572 4,580

資産合計 7,345,222 9,686,292
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年11月30日)

当連結会計年度
(2025年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 816,841 1,035,102

短期借入金 213,348 53,352

１年内返済予定の長期借入金 781,982 624,988

未払金 200,682 411,285

未払費用 462,267 576,522

未払法人税等 246,606 255,260

賞与引当金 117,168 145,422

その他 237,884 550,946

流動負債合計 3,076,780 3,652,879

固定負債

長期借入金 1,147,481 1,202,505

退職給付に係る負債 4,390 43,582

資産除去債務 282,043 286,294

その他 351,129 382,129

固定負債合計 1,785,044 1,914,510

負債合計 4,861,825 5,567,390

純資産の部

株主資本

資本金 306,594 306,594

新株式申込証拠金 － 1,000,001

資本剰余金 844,972 844,972

利益剰余金 1,699,825 2,324,943

自己株式 △383,614 △383,714

株主資本合計 2,467,778 4,092,796

非支配株主持分 15,619 26,104

純資産合計 2,483,397 4,118,901

負債純資産合計 7,345,222 9,686,292
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年12月１日
至 2024年11月30日)

当連結会計年度
(自 2024年12月１日
至 2025年11月30日)

売上高 16,864,222 21,091,523

売上原価 6,763,635 8,810,782

売上総利益 10,100,586 12,280,741

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,883,416 2,235,861

賞与引当金繰入額 117,168 141,238

雑給 2,048,971 2,287,651

地代家賃 1,186,545 1,308,849

退職給付引当金繰入額 1,400 37,761

貸倒引当金繰入額 3,207 27,804

その他 4,011,936 5,055,814

販売費及び一般管理費合計 9,252,645 11,094,979

営業利益 847,941 1,185,761

営業外収益

受取利息及び配当金 16,866 14,370

協賛金収入 106,890 127,785

為替差益 10,843 －

保険解約返戻金 － 40,962

その他 25,496 47,351

営業外収益合計 160,097 230,469

営業外費用

支払利息 15,766 21,901

為替差損 － 13,752

関係会社貸倒引当金繰入額 87,000 124,293

持分法による投資損失 47,590 5,996

その他 11,324 14,014

営業外費用合計 161,681 179,957

経常利益 846,357 1,236,273

特別利益

固定資産売却益 － 12,010

事業譲渡益 39,990 47,065

資産除去債務戻入益 6,020 4,181

特別利益合計 46,011 63,256

特別損失

固定資産除却損 4,985 7,964

固定資産売却損 4,746 1,969

減損損失 140,077 70,999

関係会社株式評価損 － 215,005

店舗閉鎖損失 2,748 9,709

役員退職慰労金 － 60,000

特別損失合計 152,558 365,648

税金等調整前当期純利益 739,810 933,881

法人税、住民税及び事業税 387,508 410,572

法人税等調整額 △34,960 △231,765

法人税等合計 352,548 178,807

当期純利益 387,261 755,074

非支配株主に帰属する当期純利益 6,889 10,485

親会社株主に帰属する当期純利益 380,372 744,588
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年12月１日
至 2024年11月30日)

当連結会計年度
(自 2024年12月１日
至 2025年11月30日)

当期純利益 387,261 755,074

包括利益 387,261 755,074

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 380,372 744,588

非支配株主に係る包括利益 6,889 10,485
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年12月１日 至 2024年11月30日)

(単位：千円)

株主資本
非支配株主持分 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 306,594 844,972 1,438,924 △383,606 2,206,884 8,730 2,215,615

当期変動額

剰余金の配当 △119,470 △119,470 △119,470

親会社株主に帰属

する当期純利益
380,372 380,372 380,372

自己株式の取得 △8 △8 △8

株主資本以外の項

目 の 当 期 変 動 額

（純額）

6,889 6,889

当期変動額合計 － － 260,901 △8 260,893 6,889 267,782

当期末残高 306,594 844,972 1,699,825 △383,614 2,467,778 15,619 2,483,397

当連結会計年度(自 2024年12月１日 至 2025年11月30日)

(単位：千円)

株主資本
非支配株主持

分
純資産合計

資本金
新株式申込証

拠金
資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 306,594 － 844,972 1,699,825 △383,614 2,467,778 15,619 2,483,397

当期変動額

新株式申込証拠金

の払込
1,000,001 1,000,001 1,000,001

剰余金の配当 △119,470 △119,470 △119,470

親会社株主に帰属

する当期純利益
744,588 744,588 744,588

自己株式の取得 △100 △100 △100

株主資本以外の項

目 の 当 期 変 動 額

（純額）

10,485 10,485

当期変動額合計 － 1,000,001 － 625,117 △100 1,625,018 10,485 1,635,504

当期末残高 306,594 1,000,001 844,972 2,324,943 △383,714 4,092,796 26,104 4,118,901
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年12月１日
至 2024年11月30日)

当連結会計年度
(自 2024年12月１日
至 2025年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 739,810 933,881

減価償却費 407,052 442,079

長期前払費用償却額 22,458 25,143

株式報酬費用 21,268 －

減損損失 140,077 70,999

貸倒引当金の増減額（△は減少） 90,207 152,097

賞与引当金の増減額（△は減少） 22,863 28,254

受取利息及び受取配当金 △16,866 △14,370

支払利息 15,766 21,901

為替差損益（△は益） △10,843 14,080

持分法による投資損益（△は益） 47,590 5,996

関係会社株式評価損 － 215,005

有形固定資産除却損 4,985 7,964

店舗閉鎖損失 2,748 9,709

役員退職慰労金 － 60,000

保険解約返戻金 － △40,429

固定資産売却益 － △12,010

固定資産売却損 4,746 1,969

事業譲渡損益（△は益） △39,990 △47,065

売上債権の増減額（△は増加） △197,041 △188,379

棚卸資産の増減額（△は増加） △52,878 △11,764

前払費用の増減額（△は増加） △1,581 △74,643

仕入債務の増減額（△は減少） △189,882 218,260

未払金の増減額（△は減少） △38,565 208,591

預り金の増減額（△は減少） 82,498 162,389

未払費用の増減額（△は減少） △43,948 114,254

未収消費税等の増減額（△は増加） 493 △14,072

未払消費税等の増減額（△は減少） △82,744 159,646

預り保証金の増減額（△は減少） 23,920 31,000

その他 44,222 10,522

小計 996,366 2,491,012

利息及び配当金の受取額 157 776

利息の支払額 △16,136 △22,232

店舗閉鎖に伴う支払額 △2,748 △9,709

役員退職慰労金の支払額 － △60,000

保険解約返戻金の受取額 － 40,429

法人税等の還付額 27,185 394

法人税等の支払額 △290,319 △430,761

営業活動によるキャッシュ・フロー 714,503 2,009,910
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年12月１日
至 2024年11月30日)

当連結会計年度
(自 2024年12月１日
至 2025年11月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,100,063 △822,288

有形固定資産の売却による収入 792 16,667

無形固定資産の取得による支出 △3,200 △10,950

資産除去債務の履行による支出 △4,590 △13,710

貸付けによる支出 △88,727 △106,675

貸付金の回収による収入 15,016 －

長期前払費用の取得による支出 △24,676 △30,094

差入保証金の差入による支出 △128,326 △129,840

差入保証金の回収による収入 17,495 75,555

事業譲渡による収入 286,559 7,586

開業費の支出 △20,000 －

関係会社株式の取得による支出 － △48,841

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,049,720 △1,062,590

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △159,996 △159,996

長期借入れによる収入 1,300,000 800,000

長期借入金の返済による支出 △950,609 △901,970

自己株式の取得による支出 △8 △100

新株式申込証拠金の払込による収入 － 1,000,001

配当金の支払額 △119,419 △119,458

財務活動によるキャッシュ・フロー 69,966 618,476

現金及び現金同等物に係る換算差額 58 109

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △265,191 1,565,905

現金及び現金同等物の期首残高 2,140,284 1,875,092

現金及び現金同等物の期末残高 1,875,092 3,440,998
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当連結会計年度の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おります。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当連結会計年度の期首から適用しておりま

す。

なお、当該会計方針の変更による連結財務諸表への影響はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、持分会社である当社がグループ全体の経営戦略を立案・決定し、各事業会社は取り扱う商品・サー

ビスによって、「飲食事業」、「ハウスミール事業」、「内装工事事業」を行っております。飲食事業については、店

舗における提供商品を基礎とした業態別セグメントから構成されおり、「串カツ田中」、「国内その他」の２区分を報

告セグメントとしております。「国内その他」は、「鳥玉」、「くるとん」、「天のめし」「厚とん」の業態から構成

されています。

また、各セグメントの業績をより適切に反映するため、各セグメントへの本社費用の配賦方法を変更しております。

前連結会計年度のセグメント情報においても変更後の方法に基づき作成したものを開示しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記

載と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高及

び振替高は市場実績価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2023年12月１日 至 2024年11月30日）

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 合計

串カツ田中 国内その他
ハウスミール

事業
内装工事
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 15,070,035 539,667 268,663 985,855 16,864,222 － 16,864,222

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 18,064 － 625,621 643,685 △643,685 －

計 15,070,035 557,731 268,663 1,611,476 17,507,907 △643,685 16,864,222

セグメント利益 1,052,955 △143,153 △111,043 100,502 899,260 △51,319 847,941

セグメント資産 4,882,300 373,962 380,349 427,955 6,064,567 1,280,654 7,345,222

その他の項目

減価償却費 372,725 19,395 24,093 609 416,823 △9,771 407,052

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

671,732 92,933 328,921 － 1,093,588 △27,267 1,066,320

(注)１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去△63,252千円、固定資産の未実現利益に係る調整11,932

千円であります。

２．セグメント資産の調整額は、固定資産の未実現利益に係る調整△77,463千円、各報告セグメントに配分して

いない全社資産1,358,118千円であります。

３．減価償却費の調整額は、固定資産の未実現利益に係る調整△11,932千円、各報告セグメントに配分していな

い全社資産2,161千円であります。

４．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、固定資産の未実現利益に係る調整△57,026千円、各報

告セグメントに配分していない全社資産29,759千円であります。
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当連結会計年度（自 2024年12月１日 至 2025年11月30日）

(単位：千円)

報告セグメント
調整額 合計

串カツ田中 国内その他
ハウスミール

事業
内装工事
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 17,522,150 834,746 1,302,610 1,432,015 21,091,523 － 21,091,523

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 28,646 － 435,849 464,495 △464,495 －

計 17,522,150 863,393 1,302,610 1,867,864 21,556,019 △464,495 21,091,523

セグメント利益 1,414,325 △190,401 44,059 102,166 1,370,150 △184,388 1,185,761

セグメント資産 6,165,186 969,828 455,097 541,899 8,132,012 1,554,279 9,686,292

その他の項目

減価償却費 387,143 30,311 38,378 435 456,268 △14,189 442,079

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

562,003 195,080 5,562 － 762,646 △25,468 737,177

(注)１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去△44,167千円、固定資産の未実現利益に係る調整14,659

千円、各報告セグメントに配分していない全社費用154,881千円であります。

２．セグメント資産の調整額は、固定資産の未実現利益に係る調整△102,034千円、各報告セグメントに配分して

いない全社資産1,656,314千円であります。

３．減価償却費の調整額は、固定資産の未実現利益に係る調整△14,659千円、各報告セグメントに配分していな

い全社資産470千円であります。

４．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、固定資産の未実現利益に係る調整△36,418千円、各報

告セグメントに配分していない全社資産10,950千円であります。

【関連情報】

前連結会計年度(自 2023年12月１日 至 2024年11月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：千円)

串カツ田中
国内
その他

ハウスミ
ール事業

内装工事
事業

合計直営店
売上

FC商品
売上

FCロイヤリ
ティ収入

その他

外部顧客への
売上高

11,315,013 2,862,110 568,364 324,547 539,667 268,663 985,855 16,864,222

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所有している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略してお

ります。
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当連結会計年度(自 2024年12月１日 至 2025年11月30日)

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：千円)

串カツ田中
国内
その他

ハウスミ
ール事業

内装工事
事業

合計直営店
売上

FC商品
売上

FCロイヤリ
ティ収入

その他

外部顧客への
売上高

13,219,362 3,301,949 611,505 389,332 834,746 1,302,610 1,432,015 21,091,523

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の売上高がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所有している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略してお

ります。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2023年12月１日 至 2024年11月30日)

（単位：千円）

報告セグメント
連結損益

計算書計上額
串カツ田中 国内その他

ハウスミール
事業

内装工事事業 計

減損損失 118,839 21,238 － － 140,077 140,077

当連結会計年度(自 2024年12月１日 至 2025年11月30日)

（単位：千円）

報告セグメント
連結損益

計算書計上額
串カツ田中 国内その他

ハウスミール
事業

内装工事事業 計

減損損失 68,847 2,152 － － 70,999 70,999

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2023年12月１日
至 2024年11月30日)

当連結会計年度
(自 2024年12月１日
至 2025年11月30日)

１株当たり純資産額 268.53円 336.53円

１株当たり当期純利益金額 41.39円 81.02円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2023年12月１日
至 2024年11月30日)

当連結会計年度
(自 2024年12月１日
至 2025年11月30日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益金額(千円) 380,372 744,588

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益金額
(千円)

380,372 744,588

普通株式の期中平均株式数(株) 9,190,072 9,190,051
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(重要な後発事象)

（子会社の異動を伴う株式の取得）

当社は、2025年９月16日開催の取締役会（以下「本取締役会」といいます）において、株式会社ピソラ（以下「ピ

ソラ」といいます）の発行済株式（以下「ピソラ株式」といいます）の全部を取得（以下「本株式取得」といいま

す）し、同社を完全子会社化（以下「本子会社化」といいます）することを決議し、2025年9月16日付で株式譲渡契約

を締結し、2025年12月1日付で全株式を取得しました。

１．株式取得の理由

当社グループは、全国1,000店舗体制を構築し、串カツを日本の代表的な食文化とすることを目標として、主に「串

カツ田中」ブランドで全国規模の飲食事業を展開しており、「唯一無二のおもてなしとおいしさで、笑顔あふれる未

来を創造する」という企業理念に基づく経営を推進しております。消費者のライフスタイルや購買行動の変化を背景

に、業態の垣根を超えた競争は、さらに激しさを増すと考えられる中で、当社グループらしい「おもてなし」と「お

いしさ」にこだわり、お客様に忘れられないひとときを過ごしていただくことに加え、それらを通じて、日本の食文

化と笑顔と活気を世界中に伝えることを目指しています。そして、このような理念の下、当社グループの中期経営計

画において「売上利益の拡大」と「事業領域の拡大」の二つを志向しており、M&Aを積極的に取り組むことで事業の多

角化を図っております。

一方、ピソラは、近畿地方、東海地方及び関東地方の郊外ロードサイドを中心に約60店舗のイタリアンレストラン

チェーンを運営しており、「人のぬくもり」や「ワクワク・感動」を大切にし、お客様に「期待を超える感動」を与

える「クラフトレストランチェーン」という唯一無二の存在を目指し、高い成長ポテンシャルを有しております。

その中で当社グループは、本子会社化を通じて、現状顧客層、提供価格帯、出店エリア及び業態などの事業領域に

囚われず、新たな付加価値が提供できるようにピソラと相互に協力することで、ピソラを含む当社グループ全体のさ

らなる企業価値向上の実現を目指してまいります。

２．異動する子会社の概要

（１） 名 称 株式会社ピソラ

（２） 所 在 地 滋賀県草津市東矢倉一丁目５番２号

（３）
代表者の役職・氏名

代表取締役 廣瀨 周栄

代表取締役 鬼界 友則

（４） 事 業 内 容 飲食店の運営事業

（５） 資 本 金 30百万円

（６） 設 立 年 月 日 2019年９月

（７）
大株主及び持株比率

廣瀨 周栄（85.0%）

鬼界 友則（15.0%）

上場会社と当該会社

との間の関係

資本関係 該当事項はありません。

（８） 人的関係 該当事項はありません。

取引関係 該当事項はありません。

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態

決算期 2024年３月期 2024年５月期 2025年５月期

純 資 産 564百万円 648百万円 819百万円

総 資 産 3,565百万円 3,875百万円 5,488百万円

１ 株 当 た り 純 資 産 28,200,000円 32,400,000円 40,950,000円

売 上 高 5,400百万円 1,072百万円 7,223百万円

営 業 利 益 108百万円 7百万円 245百万円

経 常 利 益 118百万円 5百万円 246百万円

当 期 純 利 益 76百万円 85百万円 171百万円

１株当たり当 期 純 利 益 3,800,000円 4,250,000円 8,550,000円

１ 株 当 た り 配 当 金 ０円 ０円 ０円
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※上記ピソラの所在地は登記上の本店所在地であり、実際の本社機能に係る業務は、滋賀県草津市野路東六丁目５

－７で行っています。

※2025年５月期末後の同年６月１日を効力発生日として、ピソラを存続会社とし、ピソラの完全親会社であった株

式会社ビクスホールディングス及び株式会社ビクスホールディングスの完全子会社であった株式会社ピソライー

ストを消滅会社とする吸収合併が行われております。

３．株式取得の相手先の概要

（１） 氏 名 廣瀨 周栄

（２） 住 所 大阪府和泉市

（３）
上場会社と当該個人

との関係
該当事項はありません。

（１） 氏 名 鬼界 友則

（２） 住 所 滋賀県大津市

（３）
上場会社と当該個人

との関係
該当事項はありません。

※本子会社化に際して、本株式取得と同日付で、ピソラの新株予約権（以下「ピソラ新株予約権」といいます）を

保有する同社の役職員（鬼界友則及び谷本俊介を含む）（以下「ピソラ新株予約権保有役職員」といいます）か

ら、ピソラ新株予約権の全部（第一回新株予約権13,950個及び第二回新株予約権33,500個の合計47,450個）を取

得（以下「本新株予約権取得」といいます）しました。なお、鬼界友則及び齊藤悟志以外のピソラ新株予約権保

有役職員が保有するピソラ新株予約権について、ピソラ新株予約権保有役職員たる齊藤悟志が買い集めた上、当

社は、鬼界友則及び齊藤悟志との間でピソラ新株予約権の譲渡に係る契約を締結することにより、本新株予約権

取得を行いました（鬼界友則及び齊藤悟志から取得するピソラ新株予約権の個数は、それぞれ25,500個及び

21,950個です）。ピソラ新株予約権保有役職員と当社との間に特筆すべき関係はありません。

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況

（１） 異動前の所有株式数

０株

（議決権の数：０個）

（議決権所有割合：０％）

（２） 取 得 株 式 数 普通株式600,000株

（３） 取 得 価 額

ピソラ株式の取得価額 8,804百万円

アドバイザリー費用その他の関連費用（概算） 175百万円

（４） 異動後の所有株式数

普通株式600,000株

（議決権の数：600,000個）

（議決権所有割合：100.0％）

※本新株予約権取得により、当社はピソラ新株予約権の全部（第一回新株予約権13,950個及び第二回新株予約権

33,500個）を所有しました。なお、ピソラ新株予約権の取得価額の合計は、696百万円（その内、鬼界友則から取

得するピソラ新株予約権に係る取得予定価額は、374百万円）です。

※ピソラ株式及びピソラ新株予約権の取得にあたり、その原資として、金融機関からの借入れ（以下「本借入れ」

といいます）を行い、2025年11月27日に金銭消費貸借契約を締結、2025年12月１日に借入を実行しております。

５．日 程

（１） 取締役会決議日 2025年９月16日

（２） 株式譲渡契約締結日 2025年９月16日

（３） 株式譲渡実行日 2025年12月１日
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※本新株予約権の取得を2025年12月１日に実行しました。

（第三者割当による新株式の発行）

当社は、2025年９月16日開催の取締役会（以下「本取締役会」といいます）において、株式会社ピソラ（以下「ピ

ソラ」といいます）の株主兼代表取締役２名、ピソラの新株予約権者兼取締役１名及び当社代表取締役会長である貫

啓二を割当予定先とする第三者割当による当社普通株式（以下「当社新株式」といいます）の発行（以下「本第三者

割当」といいます）を行うことを決議し、2025年12月１日に払込が完了しました。

１．募集の概要

＜本第三者割当ａ＞

（１） 払 込 期 日 2025年12月１日

（２） 発 行 新 株 式 数 当社普通株式1,250,563株

（３） 発 行 価 額 １株につき2,405円

（４） 調 達 資 金 の 額 3,007,604,015円

（５）
募集又は割当方法

（割当予定先）

第三者割当の方法により、各割当予定先に対して以下のとおり割り当てました

（以下、かかる割当てを「本第三者割当ａ」といいます）。

① 廣瀨周栄：831,601株

② 鬼界友則：415,801株

③ 谷本俊介：3,161株

（６） そ の 他
本第三者割当ａは、金融商品取引法に基づく有価証券届出書の効力が発生する

ことを条件とします。

＜本第三者割当ｂ＞

（１） 払 込 期 日 2025年12月１日

（２） 発 行 新 株 式 数 当社普通株式382,556株

（３） 発 行 価 額 １株につき2,614円

（４） 調 達 資 金 の 額 1,000,001,384円

（５）
募集又は割当方法

（割当予定先）

第三者割当の方法により、各割当予定先に対して以下のとおり割り当てました

（以下、かかる割当てを「本第三者割当ｂ」といいます）。

① 貫啓二：382,556株

（６） そ の 他
本第三者割当ｂは、金融商品取引法に基づく有価証券届出書の効力が

発生することを条件とします。

２．募集の目的及び理由

上記（子会社の異動を伴う株式の取得）「１．株式の取得の理由」に記載の理由から、当社は、本子会社化を行い

ました。上記（子会社の異動を伴う株式の取得）「４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況」に記

載のとおり、ピソラ株式及びピソラ新株予約権の取得価額の合計は9,500百万円であるところ、2025年12月１日付で、

以下の流れで本第三者割当を含む取引を行うことにより、本子会社化（本株式取得及び本新株予約権取得）に係る実

質的な対価を本第三者割当により発行される当社新株式（ピソラ株式及び／又はピソラ新株予約権の保有者たる廣瀨

周栄、鬼界友則及び谷本俊介に対する本第三者割当ａは3,008百万円分）及び金銭とすること並びにかかる対価のうち

金銭部分について本借入れ（下記④記載の一部弁済後の借入残高は5,500百万円）及び貫啓二に対する本第三者割当ｂ

（1,000百万円分）で調達することとしました。

①本借入れの実施

②本子会社化の実施（本株式取得及び本新株予約権取得の実施並びにピソラ株式及びピソラ新株予約権の取得価

額の支払）

③本第三者割当の実施

④本借入れについて、本第三者割当に係る調達資金の額に概ね相当する金額（4,000百万円）の一部弁済

また、本子会社化（本株式取得及び本新株予約権取得）に際して、ピソラの株主兼代表取締役たる廣瀨周栄及び鬼
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界友則並びにピソラの新株予約権者兼取締役たる谷本俊介は、その保有するピソラ株式及び／又はピソラ新株予約権

（即ち、廣瀨周栄についてはピソラ株式、鬼界友則についてはピソラ株式及びピソラ新株予約権、谷本俊介について

はピソラ新株予約権）の全部を当社に譲渡（但し、谷本俊介については、齊藤悟志に対して譲渡する）しましたが、

本子会社化後においても、廣瀨周栄及び谷本俊介は取締役として、鬼界友則は代表取締役として、それぞれピソラの

経営に継続して参画しております。本第三者割当ａによりこれらの者に当社新株式を保有させることによって、ピソ

ラの経営及びピソラの事業と当社グループにおける他の飲食事業との間の事業シナジーの発現を通じた当社グループ

全体の企業価値の向上により主体的に取り組んでいただけるものと考えており、当社グループの企業価値の向上をよ

り一層促進するものであると考えております。

更に、当社代表取締役会長兼社長たる貫啓二に対する本第三者割当ｂにより、本子会社化のために代表取締役会長

兼社長自らが追加の資金を投じることで、本子会社化後においても経営者として当社の企業価値の向上について一層

の責任をもって取り組むことに繋がると考えております。

加えて、本第三者割当に係る調達資金の額に相当する金額は、本借入れの一部弁済に充てることを予定しておりま

す。本子会社化に係る対価を借入のみによって調達する場合には、多額の借入れが必要となる一方、かかる場合と比

較して、本子会社化に係る対価の一部を本第三者割当によって調達することは、当社の財務基盤の維持・強化の観点

から望ましいと考えております。

３．調達する資金の額、使途及び支出予定時期

（１）調達する資金の額

① 払 込 金 額 の 総 額 4,007,605,399円

② 発行諸費用の概 算 額 30,600,000円

③ 差 引 手 取 概 算 額 3,977,000,000円

（注）１．上記金額は、いずれも本第三者割当全体に係る金額を合算した金額です。

２．発行諸費用の概算額には、消費税等は含まれておりません。

３．発行諸費用の概算額の内訳は、登記費用（登録免許税約14百万円を含みます）、弁護士費用及び発行に係

るアドバイザリー費用等であります。

（２）調達する資金の具体的な使途

具体的な使途 金額（百万円） 支出時期

①
ピソラ株式及ピソラ新株予約権の取得費用として

金融機関から仮入れた借入金の一部弁済
3,977百万円 2025年12月１日

（注）１．上記使途について、本第三者割当ａと本第三者割当ｂとで相違はありません。

４．資金使途の合理性に関する考え方

上記「２．募集の目的及び理由」に記載のとおり、本第三者割当の実施は、本子会社化に係る対価の一部を調達す

るためのものであるとともに、ピソラの株主兼代表取締役２名及びピソラの新株予約権者兼取締役１名に本子会社化

後も引き続きピソラの経営を通じた当社グループの企業価値向上に主体的な関与を求め、また、当社代表取締役会長

による当社の経営への更なるコミットメントを高めるものである点で、当社の企業価値の向上に資するものであり、

ひいては既存株主の皆様の利益にも資する合理的なものであると考えております。
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（シンジケートローン契約）

当社は、2025年11月19日開催の取締役会決議に基づき、株式会社三井住友銀行をアレンジャーとする財務上の特

約が付されたシンジケートローン契約を下記のとおり締結いたしました。

１．シンジケートローン契約の概要

(1)金銭消費貸借契約の締結日 2025年12月１日

(2)参加金融機関

株式会社三井住友銀行（アレンジャー）
株式会社みずほ銀行（コ・アレンジャー）
株式会社三菱UFJ銀行
株式会社りそな銀行

(3)借入金額 5,500百万円

(4)借入金利 基準金利＋スプレッド１％

(5)借入実行日 2025年12月4日

(6)弁済期限 2035年11月30日

(7)担保の内容 該当事項はありません

２．資金借入の目的

2025 年９月 16 日付「子会社の異動を伴う株式の取得及び第三者割当による新株式の発行並びに主要株主の異動

に関するお知らせ」（以下、「2025 年９月 16 日付プレスリリース」といいます。）で開示いたしました株式会社

ピソラの株式取得に際して資金を調達するものであります。

３．財務上の特約の内容

・2025年11月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額を、

2024年11月期末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額、又は直近の

事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75％に相当する金額のうち、いずれか

高いほうの金額以上に維持すること

・2025年11月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結損益計算書に記載される経常損益を２期連続して

損失としないこと

・2026年11月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結貸借対照表及び連結損益計算書に記載される数値

にて算出されたDE比率を以下の数値未満とすること <計算式>DE比率＝有利子負債÷EBITDA ※有利子負債とは、短

期借入金、一年内返済長期借入金、一年内償還予定社債(割引債及び新株予約権付社債を含む。)、長期借入金、社

債(割引債及び新株予約権付社債を含む。)等をいう ※EBITDA＝営業利益＋受取利息配当金＋固定資産減価償却費＋

のれん償却費

2026年11月期:5.0倍

2027年11月期:4.2倍

2028年11月期:3.7倍

2029年11月期:3.4倍

2030年11月期:3.0倍

2031年11月期以降:2.6倍

・2026年11月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における本件対象会社の単体の損益計算書に記載されるEBITDA

の値を７億円以上に維持すること


